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                                          仙台市教育センター  

                                            指導主事 長谷川 壮太 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学習評価の在り方ハンドブック 小・中学校編」文部科学省 国立教育政策研究所教育課程研究センターより抜粋 

 

○「評定に用いる評価」の評価方法の工夫（例） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

事実的な知識の習得と知識の

概念的な理解を問う問題とのバ

ランスに配慮し，文章で説明し

たり，グラフで表現したりする

など，実際に知識や技能を用い

る場面を設けるなど，多様な方

法を適切に取り入れていく。 

ペーパーテストのみならず，

論述やレポートの作成，発表，

グループでの話合い，作品の制

作や表現等の多様な活動を取

り入れたり，ポートフォリオ

（デジタルも含む）を活用した

りして評価方法を工夫する。 

ある程度長い区切りの中で，適切な頻度で評

価することに留意し，目標設定の的確さ，振り返

りの妥当性や具体性などについて確認できるワ

ークシートの活用など，自らの学びの過程を捉
え，学習を調整する機会を設けるようにする。 
※教師が学習の進め方を適切に指導すること

が求められる。 

中学校社会科 「指導と評価」について 

 
教師は，学習指導要領で定めた資質・能力が生徒に確実に育成されているかを評価します。適切な指導

計画なくして適切な評価規準や評価計画を作成することはできません。「生徒にどういった力が身に付い

たか」という学習の成果を的確に捉え，教師が指導の改善を図るとともに，生徒自身が自らの学習を振り

返って次の学習に向かうことができるようにすることが重要です。生徒一人一人を深い学びへと導いてい

けるよう，指導と評価の基本的な考え方をしっかりとおさえましょう。 
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○「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の手順 

まず，学習指導要領に示された教科及び分野の目標を踏まえて，「評価の観点及びその趣旨」が作成されているこ

とを理解しましょう。評価の基本的な枠組みを捉えることができます。 

 

【中学校学習指導要領 第２章 第２節 社会 「第１ 目標」】 

  社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル

化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を

次のとおり育成することを目指す。 

 

【改善等通知 別紙４ 社会（１）評価の観点及びその趣旨＜中学校社会＞】 

 

 

「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際には，この趣旨を踏まえた上で，指導事項を位置付けていきます。

中学校社会科では，学習指導要領「内容」の中項目が「内容のまとまり」になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） （２） （３） 

我が国の国土と歴史，現

代の政治，経済，国際関

係等に関して理解する

とともに，調査や諸資料

から様々な情報を効果

的に調べまとめる技能

を身に付けるようにす

る。 

社会的事象の意味や意義，特色

や相互の関連を多面的・多角的

に考察したり，社会に見られる

課題の解決に向けて選択・判断

したりする力，思考・判断した

ことを説明したり，それらを基

に議論したりする力を養う。 

社会的事象について，よりよい社会の実現を

視野に課題を主体的に解決しようとする態

度を養うとともに，多面的・多角的な考察や

深い理解を通して涵養される我が国の国土

や歴史に対する深い愛情，国民主権を担う公

民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図

ることや，他国や他国の文化を尊重すること

の大切さについての自覚などを深める。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

我が国の国土と歴史，現

代の政治，経済，国際関

係等に関して理解して

いるとともに，調査や諸

資料から様々な情報を

効果的に調べまとめて

いる。 

社会的事象の意味や意義，特色

や相互の関連を多面的・多角的

に考察したり，社会に見られる

課題の解決に向けて選択・判断

したり，思考・判断したことを

説明したり，それらを基に議論

したりしている。 

社会的事象について，国家及び社会の担い手

として,よりよい社会の実現を視野に課題を

主体的に解決しようとしている。 
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○単元・本時における学習評価の進め方 

 

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」 

文部科学省 国立教育政策研究所教育課程研究センターより抜粋 
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第〇学年 社会科（○○的分野）学習指導案 

令和  年 月 日（ ） 校時 

仙台市立  中学校  年  組 

指導者 職名  氏名      

１ 単元名 「・・・   」 

 

 

 

 

２ 単元の目標（例） 

  ・～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～理解する。 

  ・～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～理解する。 

 ・～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～考察し，表現する。 

 ・～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～主体的に追究・解決しようとしている。 

                        （主体的に社会に関わろうとしている。） 

 

３ 単元の評価規準 

 

 

 

 

※「内容のまとまり」ごとの評価規準の設定について 

学習指導要領「２内容」の中項目を「内容のまとまり」とし，評価の観点及びその趣旨を踏まえて，内容

のまとまりごとに評価規準を設定する。さらにこれを踏まえて，単元の評価規準を作成する。 

 

例 地理的分野 B（１）「世界各地の人々の生活と環境」  

＜学習指導要領 「２ 内容」＞ 

 

＜「内容のまとまりごとの評価規準（例）」＞ 

参考：「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料中学校社会 P.32 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力，人間性等 

（ア）人々の生活は，その生活が営まれる場

所の自然及び社会的条件に影響を与えたり

することを理解すること。 

（イ）世界各地における人々の生活やその

変容を基に，世界の人々の生活や環境の多

様性を理解すること。その際，世界の主な宗

教の分布についても理解すること。 

（ア）世界各地における人々の生活

の特色やその変容の理由を，その生

活が営まれる場所の自然及び社会

的条件などに着目して多面的・多角

的の考察し，表現すること。 

（※学習指導要領の「２ 

内容」には，「学びに向かう

力，人間性等」について関

わる事項は示されていな

い。） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・人々の生活は，その生活が営まれる場所の

自然及び社会的条件に影響を与えたりす

ることを理解している。 

・世界各地における人々の生活やその変容

を基に，世界の人々の生活や環境の多様

性を理解している。その際，世界の主な宗

教の分布についても理解している。 

・世界各地における人々の生

活の特色やその変容の理由

を，その生活が営まれる場

所の自然及び社会的条件な

どに着目して多面的・多角

的の考察し，表現している。 

・世界各地の人々の生活と環境

について，よりよい社会の実

現を視野にそこで見られる課

題を主体的に追究しようとし

ている。 

 

＊「単元名」以降の全ての項目について，各項目間の記載内容に整合性の不一致がないよう注意することが

大切である。 

＊「単元の目標」の記載内容との整合性に注意して書く。 

＊「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（国立政策研究所）を参考にする。 

社会科指導案（中学校）の書き方 例 
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※ただし，このように「内容のまとまり」＝単元という場合だけではなく，「内容のまとまり」の一部を単元と

したり，「内容のまとまり」を越えて単元としたりすることも考えられ，各学校で指導計画や評価計画を作成す

る際に工夫することが求められる。 

 

４ 指導にあたって（単元について） 

（１）単元について（教材について，単元観，教材観） 

 

 

 

 

 

（２）生徒の実態（生徒について，生徒観） 

 

 

 

 

 

（３）指導にあたって（指導観） 

  

 

 

 

 

（４）研究テーマとの関わり 

＊校内の提案授業であれば，その学校の研究テーマや社会科の研究テーマとの関連について書く。 

 

５ 指導と評価の計画（○時間扱い 本時△／○） ※○…評定に用いる評価 ●…学習改善につなげる評価 

時 ねらい・学習活動 
評価の観点 評価規準 

知 思 態 （評価方法） 

１ 

【ねらい】・・・  

・生徒の立場で記すので文末は「～する」。 

● 

 

 

 

〇 

 

 

 

２ 

【ねらい】・・・ 

  ●  

 

 

 

 

３ 

【ねらい】・・・ 

 

 

 〇   

４ 

【ねらい】・・・ 

 ●    

 

 

 

＊教材研究を通して，その単元の価値や内容を指導者がどのように理解したかを書く。この部分と次

の「生徒観」が，「単元目標」との間で整合性をとれているか確認する。 

＊調査（定期考査や学力検査の結果，事前アンケート）等のデータを基にして客観的に書く。 

＊事前アンケートは，学習内容のレディネスを問うものが一般的である。事前アンケート（学習のレ

ディネス）の内容は，「指導観」（指導上の工夫や手立て）に生かせるように吟味する必要がある。 

＊「生徒観」を踏まえ，「単元目標」に迫るための具体的な手立て（単元目標を目指して，どのような

点を意識して，どのように工夫して指導にあたるか。学習形態や１人１台端末の活用等についても

含む）を具体的に記述する。 

＊「生徒観」及び「単元観」「単元目標」との整合性に注意する。 

 

【学習課題；単元を貫く問い】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

各時間，評価する

観点を吟味し，バ

ランスよく配置す

る。 

「評価の観点」との整合性に

注意する。 
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５ 

本
時 

  

〇  

・地租は，地価に対して課せられ，土地

所有者が，現金で納めることを地券

から読み取っている。（観察・発表） 

・地租改正の目的を，一連の国内改革と

関連付けながら考察している。（ワー

クシート・共同編集アプリ） 

６ 

  ● 〇  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時を太枠で示す。 
（  ）内に評価の方法を書

く。 

・「評定に用いる評価」（〇） 

  生徒が学習状況の改善を図る機会を確保できるよう計画することが大切。ワークシート

への記述や意見発表，ペーパーテスト等から見取り，観点別の学習評価を ABCなどで記録と

して残し，評定のための資料として用いる評価 

 

・「学習改善につなげる評価」（●） 

  生徒の成長を認め，励ますとともに，日常的な机間指導や，話し合いの様子，ワークシー

トの活用なども含め，学習の過程で生徒の状況を把握したり，確認したりすることを通し

て，学習改善につなげる評価。 

 

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」P.83参照 

 

   

単元の評価計画を作成する際には，「生徒に学習状況を伝え，改善の方向性を示すと共に，教

師の指導改善に役立てる」という学習評価の役割を十分に認識する。 

日々の授業の中では生徒の学習状況を適宜把握して指導に生かすことに重点を置きつつ，単

元を見通して，観点別学習状況の評価をするために必要な記録を取ることになる。１人１台端

末を活用し，デジタルポートフォリオとしてスタディログを蓄積することも一つの方法として

考えられる。 
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６ 本時の学習指導  

（１）本時の目標（本時のねらい） 

   

 

 

 

 

（２）本時の指導にあたって 

  

 

 

 

（３）指導過程（例） 

段
階 

学習内容 ・生徒の反応 ・指導上の留意点 ・資料 ※評価 

把
握
す
る
（
つ
か
む
） 

１ 前時の振り返りから本時の課題を見いだす。 

・ … 

・ … 

 

２ 本時の学習課題を確認する。 

 

 

 

 

・ ・パネル 

追
究
す
る 

深
め
る 

 
or  

 

広
げ
る 

３ 学習課題の解決に必要な情報を集めたり，整

理したりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・資料集 

 

 

４ 班ごとに話し合ったり，全体で議論し合った

りして深め合う。 

 

 

 

＜予想される生徒の意見＞ 

・ … 

・ … 

・ … 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各班を回り個別指導にあたる。 

 

・ … 

 

 

 

 

 

 

 

・ワークシート 

 

 

 

 

ま
と
め
る 

５ 自己評価票で学習内容を振り返る。   

学習課題：なぜ・・・・・・・のだろうか？（どのような，どのように，いつ） 

     （問い形式・疑問形で記す） 

・生徒の立場で書く。 ・指導者の立場で書く。 

＊生徒を主体として「到達目標」（到達させたい姿）を書く。文末は，「～している」とする。 

＊本時の目標は２つ程度に絞る（３つ以上になると，１時間の授業での評価は難しい）。 

＊「単元目標」との整合性に注意する。 

 

＊「本時の目標」に迫るための具体的な手立てを書く。 

＊「指導観」や「研究テーマとの関わり」との整合性に注意する。 

・評価する場面に，「本時の評価」

を書く。 

・観点と評価方法も書く。 

グループ討議の課題：なぜ・・・・のだろうか？（～するにはどうしたらよいのか？）

（問い形式・疑問形で記す） 

※ 

～解決への見通

しを立てている。 

【主体的に学習

に取り組む態度】

（ノート，共同編

集アプリ・・） 

※ 

～している。【思

考・判断・表現】 

（ノート，発

表，共同編集ア

プリ・・・) 

・社会的な見方・考え方を働かせ

て問いの答えを考察させた結果，

具体的にどのような意見が想定さ

れるのかを書く。 

・個々の意見を生かして，どの

ように対話を深めていくか，

具体的な手立てを書く。 

・学習課題のまとめ，本時の振り返り，

新たに見いだした問いなどを書く。 
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（５）評価（例） 

観点 主体的に学習に取り組む態度 思考・判断・表現 

本時の評価規準   

「十分満足できる」と判断

される生徒の状況 

 

 

 

 

 

「努力を要する」状況と判

断される生徒への手立て 

 

 

  

 

 

＊「本時の目標」（本時のねらい）との整合性に注意する。目標が２つなら評価も２つ（「指導過程」に記す評

価の場面も原則として２つ）。目標に合わせて評価の観点も決まる。 

＊３観点のどの観点に関する評価（評価の観点は目標に合わせる）で，どのような方法で評価するのかを書く。 

 

 

（６）板書計画 

・学習課題（見通す：「問い」形式）とそのまとめ（振り返る：「問い」に対する解）を含めて，掲示する資

料，児童の学びの軌跡，本時のまとめや振り返りなど，生徒の学習の助けとなるように内容や構造を工夫

する。 

 

（７）その他 

・座席表 

   ・ワークシート 

   ・Googleアプリの使用イメージや提示資料の縮小版（大きくて載せられない場合は資料名だけでも可。） 

   ・参考文献 

・Bの状況を実現している者のうち，内容に高まりや広がり，

深まりが見られる児童の姿を記述する。 

・Bの状況を実現するための指導や支援の具体的な手立てを記述

する。 


